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最初に

WEB発表でのリモート発表の機会が多くなり、いくつかの問題がございます。
WEB開催に対して多くの障害が起きています。
インターネット環境の問題やPCのスペックに由来する原因が報告されています。
リモート会議を行う前に、ご自身の環境をご確認いただくために、
代表的な確認方法をまとめました。

ご発表前に、ご確認いただけますと幸いです。

インテルの「XEON」「Core iシリーズ」、 AMDの「Ryzen」。



1. 発表用パソコンのスペック確認

１）PCデバイスのCPUについて

リモート発表において、一番重要なコンピューターのデバイスはCPUになります。
CPU:マウス、キーボード、ハードディスク、メモリー、周辺機器などからデータを受け取り、それを制御・演算を行うデバイスです。
主にIntel製「Core iシリーズ」とAMD製「Ryzenシリーズ」のものがあります。
※下位機種である、「Pentium」「Celeron」、「Athlon」については、リモート発表で使用されないことをお勧めします。

◆Core iシリーズ
推 奨:Core i9、Core i7
推奨はできないが可能:Core i5
推奨できない :Core i3

◆Ryzenシリーズ
推 奨:Ryzen 9、Ryzen 7
推奨はできないが可能:Ryzen 5
推奨できない :Ryzen 3



1. 発表用パソコンのスペック確認

2）CPUの確認方法

ノートPC等では、右図のシールでも確認が可能ですが、
もしシールがない等は以下の手順で調べることが可能です。
※Windowsでのご説明になります。

選択

選択

Macの場合
左上部のアップルマークを選択
→このMacについてを選択で
確認画面が表示されます。



選択

下部にスクロール

選択

1. 発表用パソコンのスペック確認



1. 発表用パソコンのスペック確認

この数字が大きいほど、
処理が速く、性能が良い
※1.8GHz以上あれば安全

3Pでご説明したCPUデバイスの種類です。



2. インターネット環境の確認

１）インターネット環境の確認

リモート発表において、PCの能力はさることながら、発表される場所のインターネットの環境も重要です。

Wi-Fiをご利用いただき発表は可能ですが、Wi-Fiの場合、共有状況や基地局の状況（カバーする範囲内での使用量）
により変動が有り、安定しません。できるだけ有線でのご利用をお勧めします。

◆インターネット速度について
確認いただきたいのは、以下の3項目です。

:インターネット上にデータをアップロードする速さで、発表者にとっては発表スライドの送信速度になります。
40Mbps以上が目安※スライドデータの重さの場合、より早い速度が求められます。

:インターネット上のデータをダウンロードする速さで、視聴者にとっては動画の受信速度になります。
60Mbps以上が目安

:レスポンス速度になります。※値が大きいと画像がカクカクしたり、音声がブツブツ途切れる。
数値が小さいほど良い※20.0前後ぐらいであれば問題がないと思われる。

① アップロード

② ダウンロード

③ PING



2. インターネット環境の確認

2）インターネット環境の確認方法
「インターネット回線速度」でネット検索

以下の様に多くのインターネット回線速度判定のサイトが
表示されます。※どちらを選択されても問題はありません。

選択

クリック



2. インターネット環境の確認

2）インターネット環境の確認方法

本数値:動画のないスライドであれば
発表が可能

【速度判定環境】
Wi-Fiを利用
ルータからの距離約10ｍ・壁あり
※同回線で５ｍのLANケーブルの場合
Download:247Mbps
Upload :198Mbps
速度が速くなり、安定します。


